






























































































































































































































































法学部法律学科2年 理エ学部１年 理エ学部2年 理エ学部3年
検定を受けたか (過去1年間） (過去１年間） (過去１年間）(今まで）、
(回答人数）Ｎ 1６１ 3６１ 2５６ 1６５
受けた １０(6.2％） １３６(37.7％） １２(4.7％） 6(3.6％）
受 けなかった 1４１（87.6％） 242(945％） １５９(96.4％）223(61.8％）
Ｑ１ｓＱ１、何を受けたか(複数回答）
､(受けた人数） 1０ 1３６ ６1２
O(０％） 4(3％） O(006） O(0％）T０日CBridge
5(50％） 5(3.7％） 4(３３％） 4(66.7％）Ｔ０日０
O(0％） 4(３％） O(０％） O(0％）TＯＥＦＬ
O(0％） O(０％） O(０％） O(0％）１１曰国塵
O(０％） O(0％）１７(１２５％） {（8.3％）画N躯
英検3級 4(40％） １０７(78.7％） 4(33.3％） l（16.7％）
英検準2級 I（１０％） ５５(40.4％） O(０％）４(３３．３％）
英検2級 0(0％） O(０％）１３(9.6％） 2(16.7％）
英検準1級 O(0％） O(0％） O(0％） O(０％）
英検1級 O(0％） O(０％） O(0％） O(０％）
独検 O(0％） O(０％） O(0％） 1（16.7％）
仏検 O(0％） O(０％） O(0％）O(０％）
中検 O(0％） O(0％） O(0％） O(０％）
韓国語能力試験 O(０％） O(０％） O(0％） O(0％）
その他 日本語、リスニング検定 日本語1級1名 ロ
Q1SQ2､点数または合格者数
､(それぞれを受けた人数） 1０ 1３６ 1２
















英検3級 4（100％） ７９(73.8％） O(0％）９２(71.9％）
英検準2級 1（100％） ２６(40％）２０(36.4％） ／
英検2級 ／ 2(15,4％） 5(38.5％） ／
英検準1級 ノ ／ ／ ／
英検1級 ／ ／ ノ
独検 ／ ノ 1（１００％）／








ﾅた ６２ ) 136〈 ６ ,
ﾅ かつﾌﾟニ 41 94.5 159
SQ1 何を受'十たか(複
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日CB 0 〈 ％
Ｃ < 33
Ｏ 0
日_ＴＳ 0 0 Ｏ
ＧＴＥＣ 0 0 ) 1<
107 １６･
1〈 55 33.3 〕 0
-696〕 < 0
0<０ < （０ 0
｡（ 0 Ｏ 0
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0〈０ <0 《0 ０
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､(受けなかった人数） 1４１ 2４２ 1５９
自分の力に自信がない ９７(68.8％） １６０(66.1％） ９０(56.6％）
経済的理由 ２５(17.7％） ２４(9.9％） １６(10.1％）
実際的理由 ２８(１９．９％） ３０(124％） ２２(13.8％）
動機不足 ３３(23.4％） ５６(23％） ４０(25,2％）
心理的理由 ４８(34％） ８７(36％） ５７(36.5％）
単位認定知らなかった １３(9.2％） １２(５％） 6(3.8％）
その他 8(5.7％） 8(3.3％） 3(1.9％）
Q2､今後在学中に受けたいか
Ⅲ 1６１ 3６１ 256 1６５
自己負担でも受けたい ３５(21.7％） １０７(29-6％） ５６(21.9％） ３４(20.6％）
自己色租なしなら受けたい ２７(16.8％） ８８(24.4％） ５６(21.9％） ２３(13.9％）
自己負担なしでも受けたくない 4(2.5％） 21(5.8％） 2１（8.2％） １０(6.1％）
分からない ４０(25％） 1４１（39.1％） 7１（28％） ４７(28.5％）
不彫 ５５(342％） 4(1.1％） ５２(203％） ４９(29.7％）
Ｑ２ＳＱ１、何を受けたいか(複数回答）
､(受けたい人数） 6２ 1９５ 1１２ 5７
５５(88.7％） １７８(91.3％） 9１（81.3％） ４７(82.5％）TＯＥＩＣ
5(8.1％） ３５(17.9％） １２(10.7％） 6(10.5％）ＴＯＥＦＬ
O(0％）1（0.5％）IＥｌ－ＴＳ ロ 、
7(3.6％） 3(2.7％） O(0％）GＴＥＣ ロ
独検 3(４８％） １２(6.2％） 2(1.3％） 2(3.5％）
仏検 6(3.1％） l（0.9％） 2(3.5％）ロ
中検 9(１５％） 6(3.1％） 1１（9.8％） 2(3.5％）






■■■Q3.単位認定なら受けたいか囚 1６５自己負担でも受けたい ５４(32.7％）自己負担なしなら受けたい ３３(20％）自己負担なしでも受けたくない 6(3.6％）分からない 2１（12.7％）不明 5１（30.9％）





















< 107〈 . 56 34
負担 27 ＢＢ 56 21 23
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識蕊琵 議翠 漁日【 唖。’
砂Ｐ
■Ｌ 芝NＰ鱗Ｐ３罐F１
外国語外国文化研究第２８号
グラフ４と５から見て取れるのは、受験への意欲が費用負担や単位認定などの条件によっ
て大きく変わるということである。費用の自己負担が受験へのひとつのブレーキになって
いることが伺われる一方で、単位認定制度の導入が受験意欲の高まりに結びついているこ
とも示されている。とは言え、実際にこの制度を導入した初年度である昨年は、まだこれ
を利用して受験した学生はわずかで、制度の周知が不十分であったことが伺われる。年度
初めのガイダンスや授業の中で繰り返しアナウンスすることが必要であろう。
４．受験対象となる言語と検定の種類
①英語では、TOEICの受験希望が圧倒的に多く、何らかの検定を受ける意思を示した
者426名の８７％に当たる371名がTOEICと答えている。続いてTOEFLが58名
（13.6％)、ＧTECが１０名（2.3％）で、少数ながら英検（実用英語技能検定）の希望も
ある。IELTSは留学などを目指す場合にＴＯＥＦＬに代わるものとして国際的認知度が
高まっているが、４年間の調査をとおして受験経験者は皆無、希望者は１名のみであっ
た。
②他方、１割未満に留まるもののドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、韓国語
など本学で第２外国語として学び始めた言語の受験を志す学生もいる。
ちなみに、TOEIC受験希望者は２６年度の88.1％、２７年度838％、２８年度90.0％、そして
今年度87％と４年連続して８割以上の高い水準となっている。この意欲に対しては、教員
側も十分に応えていく必要がある。
また、英語だけでなく初修の第二外国語で検定を目指す学生に対してもその意欲をサポー
トし、合格可能な力がつくよう導いていく授業が求められている。
５．自由回答から見えるもの
①例年同様、検定受験への意欲は決して低いわけではない。単位補充や就職で有利とい
う直接的なメリットを求めるだけでなく、チャレンジ精神や自己研讃への意識が感じ
られる回答も少なくない。外国人と話したい、友達を作りたい、といった異文化理解・
交流が動機となっている者もいれば、自分の人生全体の中に外国語能力というスキル
を位置づけている者もいる。内発的で真正な動機をもつ学生が多少なりともいること
は大いに喜ばしい。
②受験しなかった理由として、用意された選択肢以外に挙げられているものとしては、
－６０－
平成２９年度外国語検定試験受験状況調査報告（外国語部会）
’忙しい時間がない、部活優先などが最も多かった。自分で手続きをしたり休日に試
験会場に赴いたりする余裕がない、という意味であれば、学内での一斉受験でかなり
の程度解決しうる。
③学内受験については、複数の要望の声が出されているので、上の理由とも合わせ将来
的課題として見ていく必要がある。
④昨年同様、受験に向けた情報提供、アドバイス、対策講習などを求める声が上がって
いる。まずは授業の中で可能な限りこうした要望に応えていかねばならない。
⑤昨年同様、受験費用負担の軽減への期待の声が複数ある。
結論
連続４年目の調査となった今回は、共時データだけでなく、通時的なデータがさらに充
実し、一定の集団の長期的変化をより良く知ることができた。本学学生の外国語習得に対
する意識と実態を昨年度にも増して立体的に観察することができたと言える。
平成26年度の第１同調査では、入学前と入学後の受験状況の比較、学年間・学部間の比
較、受験経験者と未経験者の意欲の比較、合格率やスコアの問題等々についてもクロス集
計を含め詳細に分析したが、以降は、意欲のある者がその後実際に挑戦をしているかどう
か、また意欲自体がどう変化するか、実行に至らないのはなぜか、ということに特に着目
した。その結果示されたのは、現状では実際に受験した者が少ないだけでなく、入学時に
抱いていた意欲が就学中に自信のなさへと変わり、失せていくという非常に残念な事態で
ある。このネガティブな通時的変化から見えてきた課題は、意欲をどう自信と実行へと導
くかであり、そのため教員は具体的に何をすべきかである。上述したような授業内での指
導はもちろんだが、制度的にインセンテイヴを与えることも必要であろう。
その点に関しては、単位認定と受験費用の負担軽減が学生たちの受験意欲を高めるとい
うことが昨年度に引き続き今年度も確認された。日々の授業の改善や検定対策となる指導
の強化はもちろんのことだが、単位認定制度の存在を周知徹底し、積極的活用を呼びかけ
るとともに、受験費用負担を軽減するための制度の策定が求められている。
（文責：生方淳子）
-６１－
